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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁の亀裂に先端が配置され該亀裂に充填材を注入する注入ノズルと、壁面に吸着により
付設され吸着解除により離脱させられる吸着ブロックと、該吸着ブロックに設けられ先端
部に上記注入ノズルが取付けられるアームとを備えた壁の亀裂補修装置において、
　上記アームの中間部を上記吸着ブロックに対し上記中間部を通り該アームの先端部，中
間部及び後端部を通る中心軸に直交し且つ上記壁面に平行な水平軸回りに回動可能に支持
し、該アームの後端部に上記壁に先端が当接し上記注入ノズルによる充填材の充填時に当
該アームに生じるモーメント荷重を受ける当接部材を取付け、
　上記先端部及び中間部間の距離と、上記後端部及び中間部間の距離とを等しくし、
　上記注入ノズルの上記アームに対する突出寸法及び上記当接部材の上記アームに対する
突出寸法の少なくともいずれか一方の突出寸法を可変にし、
　上記当接部材を上記アームに対して進退動可能に設け、該当接部材をその進出方向に付
勢するスプリングを設け、
　上記アームの中間部を上記吸着ブロックに対してユニバーサルジョイントを介して支持
し、
　上記アームの先端部を、上記注入ノズルが取付けられるユニバーサルジョイントで構成
したことを特徴とする壁の亀裂補修装置。
【請求項２】
　上記ユニバーサルジョイントの回動をロックするロック機構を設けたことを特徴とする
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請求項１記載の壁の亀裂補修装置。
【請求項３】
　上記アームの後端部を、上記当接部材が取付けられるユニバーサルジョイントで構成し
たことを特徴とする請求項１または２記載の壁の亀裂補修装置。
【請求項４】
　上記ユニバーサルジョイントの回動をロックするロック機構を設けたことを特徴とする
請求項３記載の壁の亀裂補修装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンクリート製やモルタル製等の壁に生じた亀裂に充填材を充填して補修す
るための壁の亀裂補修装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の壁の亀裂補修装置としては、例えば、本願出願人が先に提案した特開２
００４－９２０２９号公報（特許文献１）に掲載されたものが知られている。
　これは、図８に示すように、壁の亀裂１００に先端が配置され亀裂１００に充填材を注
入する注入ノズル１１０と、壁面に吸着により付設され吸着解除により離脱させられる一
対の吸着ブロック１２０と、各吸着ブロック１２０に後端部１３２が夫々設けられ先端部
１３１に注入ノズル１１０が取付けられる一対のアーム１３０とを備えてなる。
【０００３】
　この壁の亀裂補修装置Ｓａを使用するときは、補修すべき壁面の亀裂１００に対して注
入ノズル１１０の位置をおおよそ選択し、その位置の近傍の亀裂１００のない位置に吸着
ブロック１２０を位置させ、吸着させて固定する。アーム１３０の後端部１３２は、吸着
ブロック１２０にスライド可能に固定されており、このアーム１３０の後端部１３２をス
ライドさせて、注入ノズル１１０の先端１１１を亀裂１００の位置に位置させる。この状
態で、注入ノズル１１０から充填材を吐出させて、亀裂１００内へ充填材を充填させる。
【０００４】
　このような壁の亀裂補修装置Ｓａは、一度吸着させた吸着ブロック１２０を逐一外して
動かさなくても、アーム１３０の後端部１３２の位置調整によって注入ノズル１１０の位
置調整を行なうことができるので、注入ノズル１１０の位置調整及び操作が容易になって
いる。
　また、吸着ブロック１２０を一対用い、各アーム１３０を連結させ、先端部１３１を共
用させているので、どちらか一方の吸着ブロック１２０の吸着が不良のときでも、他方の
吸着ブロック１２０を吸着させて壁面に固定させることができるようになっている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－９２０２９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、この従来の壁の亀裂補修装置Ｓａにおいては、一対の吸着ブロック１２０を
用いてはいるが、アーム１３０の後端部１３１を吸着ブロック１２０に固定し、注入ノズ
ル１１０をアーム１３０で片持ち支持しているので、充填材の充填時に注入ノズル１１０
に高圧が作用したとき、アーム１３０にモーメントが生じて吸着ブロック１２０が壁面か
ら剥がされ易くなるという問題があった。
【０００７】
　本発明は、このような問題点に鑑みてなされたもので、アームにモーメントが生じても
吸着ブロックが壁面から剥がされにくくし、充填材を高圧で圧送できる壁の亀裂補修装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００８】
　このような目的を達成するため、本発明の壁の亀裂補修装置は、壁の亀裂に先端が配置
され該亀裂に充填材を注入する注入ノズルと、壁面に吸着により付設され吸着解除により
離脱させられる吸着ブロックと、該吸着ブロックに設けられ先端部に上記注入ノズルが取
付けられるアームとを備えた壁の亀裂補修装置において、上記アームの中間部を上記吸着
ブロックに対し上記中間部を通り該アームの先端部，中間部及び後端部を通る中心軸に直
交し且つ上記壁面に平行な水平軸回りに回動可能に支持し、該アームの後端部に上記壁に
先端が当接し上記注入ノズルによる充填材の充填時に当該アームに生じるモーメント荷重
を受ける当接部材を取付けた構成としている。
【０００９】
　これにより、壁の亀裂に充填材を充填するときは、補修すべき壁面の亀裂の状態によっ
て、最適な注入ノズルの位置をおおよそ選択するとともに、この位置の近傍の亀裂の入っ
ていない位置に、吸着ブロックを配置し壁面に吸着ブロックを吸着させて固定し、注入ノ
ズルを選択した亀裂の位置に位置させる。この状態で、注入ノズルから充填材を吐出する
と、充填材が亀裂内へ充填されていく。このとき、注入ノズルに充填材の圧送により高圧
が作用して反力が生じ、アームに水平軸回りのモーメントが生じ、アームは中間部を中心
に回動しようとするが、アームの後端部に取付けた当接部材が壁面に当接しているので、
この当接部材によってアームに生じるモーメント荷重を受け止めることができ、そのため
、吸着ブロックが壁面から剥がされにくくなる。このため、注入ノズルから高圧で充填材
を圧送して、充填材を補修すべき亀裂に確実に充填することができるようになる。
【００１０】
　そして、必要に応じ、上記先端部及び中間部間の距離と、上記後端部及び中間部間の距
離とを等しくした構成としている。先端部，中間部，後端部の３点を等距離で設けるので
、てこの原理によって、注入ノズルが受ける反力と、当接部材が受ける反力との大きさが
等しくなり、そのため、注入ノズルが壁面から離間しにくくなり、充填材を補修すべき亀
裂に確実に充填することができる。また、アームの中間部は支点の役割を果たし、力点で
ある注入ノズルで発生した反力は、作用点である当接部材にかかるため、吸着ブロックの
離脱方向に生じる力が均等化され、そのため、吸着ブロックが壁面から剥がされにくくな
る。
【００１１】
　また、必要に応じ、上記注入ノズルの上記アームに対する突出寸法及び上記当接部材の
上記アームに対する突出寸法の少なくともいずれか一方の突出寸法を可変にした構成とし
ている。これにより、壁面に壁の亀裂補修装置をセッティングする際、壁面に対して注入
ノズル及び当接部材を確実に当接させることができる。
【００１２】
　更に、必要に応じ、上記当接部材を上記アームに対して進退動可能に設け、該当接部材
をその進出方向に付勢するスプリングを設けた構成としている。壁面の凹凸に対する追従
性が良くなる。
【００１３】
　そしてまた、必要に応じ、上記アームの中間部を上記吸着ブロックに対してユニバーサ
ルジョイントを介して支持した構成としている。ユニバーサルにすることにより、アーム
は、中心軸，水平軸，中心軸に直交し且つ壁面に垂直な垂直軸のうちアームの中間部を通
る中間垂直軸の３軸回りに回転できるようになる。そのため、アームを回転させて注入ノ
ズルの位置調整を行なうことができ、回転範囲においては、一度吸着させた吸着ブロック
を逐一外して動かさなくても、自由に注入ノズルを移動させることができ、注入ノズルの
位置調整及び操作が容易になる。また、壁面に多少の凹凸があっても、アームが中間部を
中心に自由に回転するので、壁の亀裂補修装置の壁面へのセッティング時やアームに反力
が作用した際の追従性が良くなる。
【００１４】
　また、必要に応じ、上記アームの先端部を、上記注入ノズルが取付けられるユニバーサ
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ルジョイントで構成している。これにより、注入ノズルは、中心軸，水平軸に平行でアー
ムの先端部を通る先端水平軸及び垂直軸のうち先端部を通る先端垂直軸の３軸回りに回転
できるようになる。そのため、注入ノズルの微調整が可能となり、注入ノズルの先端の位
置を壁面の凹凸の状態や亀裂の状態に対応させて位置させることができる。
　この場合、上記ユニバーサルジョイントの回動をロックするロック機構を設けることが
有効である。注入ノズルの位置を決定した後、ロックすることで注入ノズルはアームの先
端部に固定され、充填材の充填時にも、その先端が動かないので、充填材を補修すべき亀
裂に確実に充填することができる。
【００１５】
　更に、必要に応じ、上記アームの後端部を、上記当接部材が取付けられるユニバーサル
ジョイントで構成している。これにより、当接部材は、中心軸，水平軸に平行でアームの
後端部を通る後端水平軸及び垂直軸のうち後端部を通る後端垂直軸の３軸回りに回転でき
るようになる。そのため、当接部材の微調整が可能となり、当接部材の先端を壁面に対し
て確実に当接させて力を受けることができる。
　この場合、上記ユニバーサルジョイントの回動をロックするロック機構を設けることが
有効である。当接部材の位置を決定した後、ロックすることで当接部材はアームの後端部
に固定され、充填材の充填時にアームに生じるモーメント荷重を受けても、その先端が動
かないので、当接部材を壁面に対して確実に当接させて力を受けることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の壁の亀裂補修装置によれば、注入ノズルから充填材を吐出した際、注入ノズル
に充填材の圧送により高圧が作用して反力が生じ、アームに水平軸回りのモーメントが生
じ、アームは中間部を中心に回動しようとするが、アームの後端部に取付けた当接部材が
壁面に当接しているので、この当接部材によってアームに生じるモーメント荷重を受け止
めることができ、そのため、吸着ブロックが壁面から剥がされにくくなる。このため、注
入ノズルから高圧で充填材を圧送して、充填材を補修すべき亀裂に確実に充填することが
できるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、添付図面に基づいて本発明の実施の形態に係る壁の亀裂補修装置を説明する。
　図１乃至図７には、本発明の実施の形態に係る壁の亀裂補修装置Ｓを示している。壁面
１には亀裂２が発生しており、この壁面１の亀裂２に本発明の実施の形態に係る壁の亀裂
補修装置Ｓを用いて充填材を充填する。この壁の亀裂補修装置Ｓの基本的構成は、注入ノ
ズル１０と、吸着ブロック２０と、アーム３０と、当接部材４０とを備えてなる。アーム
３０の先端部３１は注入ノズル１０が取付けられるユニバーサルジョイント５０で構成さ
れ、アーム３０の後端部３３は当接部材４０が取付けられるユニバーサルジョイント５０
で構成されている。
【００１８】
　注入ノズル１０は、図１，図２及び図７に示すように、アーム３０の先端部３１として
のユニバーサルジョイント５０に取付けられており、管状のノズル本体１１と、ノズル本
体１１の先端に設けられ吐出口が形成された吐出ロッド１２とを備えて構成されている。
ユニバーサルジョイント５０は、図１乃至図５，図７に示すように、球形の回転部材５１
と、この回転部材５１を回転自在に保持するリング状の保持リング５２とを備えて構成さ
れている。回転部材５１は、軽量金属で球形に形成され、その中心を通過する貫通孔５３
が設けられている。保持リング５２は、回転部材５１の外周を保持している。また、保持
リング５２には、雄ネジ５４が形成され、アーム３０の端部に形成された雌ネジに螺合さ
れ、ナット５５によって固定されている。
【００１９】
　ノズル本体１１には、雄ネジ１３が形成されている。この注入ノズル１０は、中心軸３
４，水平軸３５に平行でアーム３０の先端部３１を通る先端水平軸３５ａ及び垂直軸のう
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ち先端部３１を通る先端垂直軸３６ｂの３軸回りに回転可能にユニバーサルジョイント５
０の貫通孔５３に挿通されている。また、雄ネジ１３に螺合するナット１４を備え、雄ネ
ジ１３に対するナット１４の締め付け程度によって、注入ノズル１０を後述のアーム３０
に対して突出寸法を可変可能にしている。このナット１４は、ユニバーサルジョイント５
０を上側のナット１４ａと下側のナット１４ｂとで上下に挟むように一対設けられている
。また、ナット１４は、先端部３１の保持リング５２に接触しない位置に設けられている
。また、ユニバーサルジョイント５０には、ユニバーサルジョイント５０の回動をロック
するロック機構６０が設けられている。このロック機構６０は、保持リング５２に設けら
れた雌ネジ６１に外側からネジ６２をねじ込み、回転部材５１にネジ６２の先端を当接さ
せて、回転部材５１の回転を抑制させている。
【００２０】
　吐出ロッド１２には、壁面１に弾接する円筒状の弾接部材１５が設けられている。この
弾接部材１５は、樹脂でリング状に形成され、吐出ロッド１２の先端から突出して設けら
れている。
　図１中、符号１６は注入ノズルのノズル本体１１に接続され充填材を圧送する配管であ
り、符号１７は、配管１６に設けられた圧力計である。また、符号１８は、配管系路上に
設けられる開閉切換弁である。更に、符号７０は、開閉切換弁１８に接続され、注入ノズ
ル１０に充填材を送り込む注入ポンプである。
【００２１】
　吸着ブロック２０は、図１，図３及び図７に示すように、軽量金属で形成されたブロッ
ク本体２１を備えて構成されている。このブロック本体２１の壁面１に接する側には、内
部を負圧とできる凹所２２が形成されているとともに、この凹所２２に連通する空気吸引
口２３が設けられている。凹所２２の開口縁２４には、壁面１に弾接するゴム製のパッキ
ン２５が設けられている。
【００２２】
　図１中、符号２６は、空気吸引口２３に接続され凹所２２内の空気を吸引する吸引管で
ある。また、符号７１は、凹所２２内の空気を吸引する吸引ポンプであり、符号２７は、
吸引管２６の系路上に設けられ凹所２２と吸引ポンプ７１とを接続し、または、凹所２２
を大気開放にする切換弁である。
【００２３】
　アーム３０は、図１乃至図３，図５乃至図７に示すように、軽量金属で直方体状に形成
されている。このアーム３０は、その中間部３２が、中心軸３４，水平軸３５及び中心軸
３４に直交し且つ壁面１に垂直な垂直軸３６のうちアーム３０の中間部３２を通る中間垂
直軸３６ａの３軸回りに回動可能に支持されている。詳しくは、アーム３０の中間部３２
は、吸着ブロック２０に対して上記と同様のユニバーサルジョイント５０を介して、ナッ
ト３７と吸引管２６に設けられた支持部３８とで挟むように支持されている。また、ナッ
ト３７及び支持部３８は、ユニバーサルジョイント５０の保持リング５２に接触しない位
置に設けられている。また、アーム３０の先端部３１及び中間部３２間の距離と、アーム
３０の後端部３３及び中間部３２間の距離とは等しく形成されている。
【００２４】
　当接部材４０は、図１及び図５に示すように、アーム３０の後端部３３としてのユニバ
ーサルジョイント５０に取付けられており、壁面１に先端４３が当接し、注入ノズル１０
による充填材の充填時にアーム３０に生じるモーメント荷重を受けるボルト４１と、ボル
ト４１に螺合するナット４２とを備えて構成されている。この当接部材４０は、中心軸３
４，水平軸３５に平行でアーム３０の後端部３３を通る後端水平軸３５ｂ及び垂直軸３６
のうち後端部３３を通る後端垂直軸３６ｃの３軸回りに回転可能にアーム３０の後端部３
３に取付けられている。
【００２５】
　ボルト４１は、ユニバーサルジョイント５０の貫通孔５３に挿通され、アーム３０に対
して進退動可能に設けられている。また、ボルト４１には、その進出方向に付勢するスプ
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リング４４が設けられている。このスプリング４４は、アーム３０に生じるモーメント荷
重を受けうる適宜の強度に設定されている。
　ナット４２は、ボルト４１に螺合される形状に形成され、このナット４２のボルト４１
に対する締め付け程度によって突出寸法を可変させている。このナット４２は、後端部３
３の保持リング５２に接触しない位置に設けられている。
【００２６】
　このように構成される本実施の形態に係る壁の亀裂補修装置Ｓを用いて、壁面１の亀裂
２に充填材を充填するときには、以下のようにして行なう。先ず、補修すべき壁面１の亀
裂２の状態によって最適な注入ノズル１０の位置をおおよそ選択する。そして、図６に示
すように、この位置の近傍の亀裂２の入っていない適宜の位置に吸着ブロック２０を位置
させ、吸引ポンプ７１を駆動させて凹所２２の空気を抜き、壁面１にブロック本体２１を
吸着させて固定する。このとき、注入ノズル１０の先端が壁面１に接していないようにす
る。ブロック本体２１には、パッキン２５が設けられているので、負圧をかけても外気が
入り込まず、より強固に壁面１に吸着ブロック２０を吸着させることができる。
【００２７】
　この状態で、アーム３０を、中間垂直軸３６ａ回りに回転させて、先端部３１を、選択
した壁面１の亀裂２の位置に位置させる。この場合、アーム３０は、中間垂直軸３６ａに
対して３６０°回転可能なので、アーム３０によって注入ノズル１０の位置調整を行なう
ことができる。
【００２８】
　次に、注入ノズル１０を回転させて微調整を行ない、壁面１の亀裂２の位置に注入ノズ
ル１０の先端を位置させる。注入ノズル１０は、アーム３０の中心軸３１，先端水平軸３
５ａ及び先端垂直軸３６ｂの３軸回りに回転自在なユニバーサルジョイント５０に取付け
られているので、注入ノズル１０の先端の位置を壁面１の亀裂２の状態に対応させて位置
させることができる。
【００２９】
　そして、注入ノズル１０の雄ネジ１３に対して、一対のナット１４を回転させて螺合さ
せ、この締め付け程度によって、注入ノズル１０の突出寸法を可変させて、吐出ロッド１
２の弾接部材１５を壁面１に弾接させる。突出寸法を長くする場合は、先ず、ユニバーサ
ルジョイント５０を挟んでいる上側のナット１４ａを回転させて緩め、所望の位置に位置
させる。次に、下側のナット１４ｂを回転させて締め付ける。上側のナット１４ａに回転
部材が接触した位置で固定される。突出寸法を短くする場合は、下側のナット１４ｂを所
望の位置に位置させ、上側のナット１４ａで締め付ける。突出寸法を可変させることで、
注入ノズル１０の先端を壁面１に対して確実に当接させることができる。また、ナット１
４は、保持リング５２に接触していないので、注入ノズル１０の回転を妨げることがない
。更に、弾接部材１５によって、吐出ロッド１２が壁面１に擦れにくくなり、壁面１に傷
が付きにくくなる。
【００３０】
　注入ノズル１０の位置が決定したら、ロック機構６０によってロックする。詳しくは、
先端部３１の保持リング５２に設けられた雌ネジ６１に外側からネジ６２をねじ込み、回
転部材５１にネジ６２の先端を当接させて、回転部材５１の回転を抑制させる。ロックす
ることで注入ノズル１０はアーム３０の先端部３１に固定され、充填材の充填時にも、そ
の先端が動かないので、充填材を補修すべき亀裂２に確実に充填することができる。
【００３１】
　次に、当接部材４０を回転させて微調整を行ない、当接部材４０の先端４３を壁面１に
当接させる。当接部材４０は、アーム３０の中心軸３４，後端水平軸３５ｂ及び後端垂直
軸３６ｃの３軸回りに回転自在なユニバーサルジョイントに取付けられているので、当接
部材４０の先端４３を壁面１に対して水平に位置させることができる。このとき、ナット
４２を回転させて、ボルト４１に螺合させ、このナット４２のボルト４１に対する締め付
け程度によって突出寸法を可変させる。これによって、当接部材４０の先端４３を壁面１
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に確実に当接させることができる。また、ナット４２は、保持リング５２に接触していな
いので、当接部材４０の回転を妨げることがない。
【００３２】
　当接部材４０の先端４３を壁面１に対して水平に位置させたら、ロック機構６０によっ
てロックする。このロック機構６０は、注入ノズル１０のロック機構６０と同様である。
ロックすることで当接部材４０はアーム３０の後端部３３に固定され、充填材の充填時に
アーム３０に生じるモーメント荷重を受けても、その先端４３が動かないので、当接部材
４０を壁面１に対して確実に当接させることができる。
【００３３】
　この状態で、注入ポンプ７０を駆動する。これにより、注入ノズル１０から充填材が吐
出され、壁面１の亀裂２内へ充填材が充填されていく。この場合、吸着ブロック２０の凹
所２２内を負圧にしているので、吸着ブロック２０が大気圧で壁面１に押付けられ、その
ため、注入ノズル１０を壁面１に強固に固定することができ、注入ノズル１０から高圧で
充填材を充填することができる。
　例えば、２７ｋｇｆ／ｃｍ2（≒２．７Ｍｐ）程度の圧力での圧送が可能になる。
【００３４】
　また、図７に示すように、充填材の充填時には、注入ノズル１０に充填材の圧送により
高圧が作用して反力が生じ、アーム３０に水平軸３５回りのモーメントＭが生じるが、ア
ーム３０の後端部３３に取付けた当接部材４０が壁面１に当接し、アーム３０に生じるモ
ーメント荷重を受け止めるので、吸着ブロック２０が壁面１から剥がされにくくなる。こ
のとき、当接部材４０に設けたスプリング４４の付勢力により、注入ノズル１０は、壁面
１から離間しにくくなる。
【００３５】
　更に、吐出ロッド１２に弾接部材１５を設けているので、注入ノズル１０の先端が壁面
１に密接し、そのため、充填材が漏れにくく、確実に充填が行なわれる。
【００３６】
　ある程度充填材の充填が終わったならば、注入ノズル１０を亀裂２の別の部位に移動さ
せる。この場合、先ず、注入ノズル１０及び当接部材４０のロックを解除する。ロック解
除は、ネジ６２を雌ネジ６１から取外すだけで良いので、ロック機構６０の構造が簡易に
なる。そして、注入ノズル１０及び当接部材４０の先端４３を壁面１から離間させる。こ
の状態で、アーム３０を、中間垂直軸３６ａ回りに適宜に回転させて先端部３１を選択し
た亀裂２の位置に位置させる。そのため、一度吸着させた吸着ブロック２０を逐一外して
動かさなくても、自由に注入ノズル１０を移動させることができるので、注入ノズル１０
の位置調整及び操作が容易になる。
【００３７】
　次に、注入ノズル１０及び当接部材４０を、その先端が壁面１に確実に当接するように
、突出寸法及び向きを調整し、ロック機構６０によってロックする。
【００３８】
　このような作業を数回繰り返して、アーム３０の届く範囲での作業を行なう。アーム３
０の届く範囲での作業が終わったならば、吸引ポンプ７１の駆動を止めて吸着ブロック２
０を壁面１から外し、吸着ブロック２０を次の位置に移動させればよい。
【００３９】
　尚、上記実施の形態において、ブロック本体２１及びアーム３０を軽量金属で構成した
が、必ずしもこれに限定されるものではなく、どのような素材を用いても良く、適宜変更
して差支えない。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の実施の形態に係る壁の亀裂補修装置を示す斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る壁の亀裂補修装置の注入ノズルを示す断面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る壁の亀裂補修装置の中間部を示す断面図である。
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【図４】本発明の実施の形態に係るユニバーサルジョイントを示す断面斜視図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る壁の亀裂補修装置の当接部材を示す断面図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る壁の亀裂補修装置を用いて壁の補修をする状態を示す
図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る壁の亀裂補修装置を用いて壁の補修をする状態を示す
側面図である。
【図８】従来の壁の亀裂補修装置の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００４１】
Ｓ　壁の亀裂補修装置
Ｍ　モーメント
１　壁面
２　亀裂
１０　注入ノズル
１１　ノズル本体
１２　吐出ロッド
１３　雄ネジ
１４　ナット
１４ａ　ナット
１４ｂ　ナット
１５　弾接部材
１６　配管
１７　圧力計
１８　開閉切換弁
２０　吸着ブロック
２１　ブロック本体
２２　凹所
２３　空気吸引口
２４　開口縁
２５　パッキン
２６　吸引管
２７　切換弁
３０　アーム
３１　先端部
３２　中間部
３３　後端部
３４　中心軸
３５　水平軸
３５ａ　先端水平軸
３５ｂ　後端水平軸
３６　垂直軸
３６ａ　中間垂直軸
３６ｂ　先端垂直軸
３６ｃ　後端垂直軸
３７　ナット
３８　支持部
４０　当接部材
４１　ボルト
４２　ナット
４３　先端
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４４　スプリング
５０　ユニバーサルジョイント
５１　回転部材
５２　保持リング
５３　貫通孔
５４　雄ネジ
５５　ナット
６０　ロック機構
６１　雌ネジ
６２　ネジ
７０　注入ポンプ
７１　吸引ポンプ

【図１】 【図２】
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